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１. 学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 
 

 背景と目的 

米沢市の学校施設は、本市が保有する公共施設の総延床面積の約 4 割を占めており、その

多くは、昭和 40 年代から 50 年代にかけて多く整備され、老朽化した施設の大規模改修や建

替等に係る多額の事業費が必要な状態となっています。 

こうした状況の中、国は平成 25 年（2013 年）11 月にインフラ長寿命化基本計画を策定し、

続いて文部科学省が平成 27 年（2015 年）3 月に文部科学省インフラ長寿命化計画（行動計

画）を策定し、各教育委員会に対して学校施設に係る長寿命化計画（個別施設計画）の策定

を求めています。 

本市では、平成 29年 3月に米沢市公共施設等総合管理計画を策定し、本市が保有する公共

施設の総量（延床面積）を令和 17 年度（2035 年度）までに 20％削減する目標を設定し、施

設分類ごとの施設管理に関する実施方針を定めました。 

本計画は、米沢市立学校適正規模・適正配置等基本計画（平成 30 年 3 月改定）に基づき、

より良い教育環境の創出と教育の質の充実を目指すため、学校施設の状況や児童・生徒数の

推計等を考慮のうえ、建物や設備の更新・長寿命化を行うとともに、本市の財政負担の軽減

及び平準化を図ることを目的として策定します。 

 

 計画の位置付け 

本計画は、米沢市公共施設等総合管理計画に基づく学校施設の個別施設計画に位置付け、

米沢市立学校適正規模・適正配置等基本計画と整合を図りながら策定していきます。 
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【持続可能な開発目標～ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）】 

ＳＤＧｓは、平成 27 年（2015 年）9 月の国連サミットで採択され、令和 12 年（2030 年）

までの「持続可能な開発目標」として 17 の目標が設定され、地球上の誰一人として取り残さ

ないことを誓っています。 

本計画において、関連のある目標は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

本計画に該当する SDGs の目標 

 

 計画期間 

計画期間は、令和 3年度（2021 年度）から令和 22 年度（2040 年度）の 20 年間とし、建物

の老朽化状況や児童・生徒数の推移、本市の財政状況等を鑑みながら、5 年を目安に計画を

見直します。 

 

計画期間：令和 3年度（2021 年度）～令和 22年度（2040 年度） 

 

 

 対象施設 

令和元年度 4月 1日において、本市が保有する学校施設（小学校 18 校、中学校 7校）のう

ち、延床面積 200 ㎡以上の建物を対象とします。 

別棟のプール管理棟・倉庫等の付属建物及び分校については、長寿命化の対象外とします

が、延床面積が 200 ㎡未満でも連続した建物の場合は、建替えや改修を一体的に実施するこ

とが想定されるため計画の対象とします。 

 

 小学校 中学校 合計 

学校数 18 校 7 校 25 校 

建物数 63 棟 22 棟 85 棟 

延床面積 81,706 ㎡ 54,138 ㎡ 135,844 ㎡ 
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【対象建物一覧】 

番号 学校名 棟番号 建物名 構造 階数 建築年 延床面積 

1 興譲小学校 

1 管理棟 RC 2 1968 863 
2 普通教室棟 RC 3 1966 2,229 
3 特別教室棟 RC 2 1968 994 
4 屋内運動場 S 1 1978 745 

2 東部小学校 

5 管理・特別教室棟 RC 3 1970 2,169 
6 普通教室棟 RC 3 1969 2,552 
7 特別教室棟 RC 2 2007 300 
8 屋内運動場(東) S 2 1956 806 
9 屋内運動場(西) S 1 1980 695 
10 給食室 S 1 1992 229 

3 西部小学校 

11 管理・特別教室棟 RC 4 1974 2,245 
12 教室棟 RC 4 1973 2,962 
13 特別教室棟 RC 3 1975 1,238 
14 屋内運動場(東) S 1 1981 800 
15 屋内運動場(西)   S 1 1955 403 
16 渡廊下 RC 3 1973 353 

4 南部小学校 

17 管理・特別教室棟 RC 2 1978 1,842 
18 普通教室・管理室棟 RC 3 1980 3,543 
19 普通教室棟 RC 2 1977 970 
20 屋内運動場(東) S 1 1978 607 
21 屋内運動場(西)   S 1 1954 666 

5 北部小学校 

22 管理・特別教室棟 RC 3 1972 1,656 
23 普通教室棟 RC 3 1972 2,284 
24 特別教室棟 S 1 2018 250 
25 屋内運動場(東) S 1 2018 512 
26 屋内運動場(西) S 1 1981 758 

6 愛宕小学校 
27 普通・特別教室棟 RC 2 1987 3,860 
28 屋内運動場 S 1 1987 1,094 

7 

 
29 普通教室棟(北) RC 2 1984 3,947 

万世小学校 30 普通教室棟(南) S 1 1991 312 
31 屋内運動場 S 1 1984 959 

８ 関根小学校 

32 管理棟 RC 2 1968 301 
33 管理・教室棟 RC 2 1968 662 
34 普通・特別教室棟 S 2 2007 624 
35 屋内運動場 S 1 1968 564 

9 南原小学校 
36 校舎棟 RC 2 1995 4,201 
37 屋内運動場 S 1 1989 1,101 

10 関小学校 
38 管理・教室棟 RC 2 1979 1,305 
39 屋内運動場 S 1 1960 395 

11 
三沢東部 
小学校 

40 校舎棟 RC 2 1969 1,264 
41 屋内運動場 S 1 2011 963 

12 三沢西部 
小学校 

42 管理・教室棟 RC 2 1970 689 
43 校舎棟 RC 2 2012 340 
44 特別教室棟 S 1 1962 256 
45 屋内運動場 S 1 1958 438 

凡例:「RC」鉄筋コンクリート造、「S」鉄骨造、「W」木造 
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番号 学校名 棟番号 建物名 構造 階数 建築年 延床面積 

13 広幡小学校 
46 管理・普通教室棟 RC 3 1971 1,281 
47 特別教室棟 RC 2 2002 402 
48 屋内運動場 S 1 1993 1,100 

14 六郷小学校 
49 校舎棟 RC 3 1973 1,308 
50 屋内運動場 S 1 2002 1,264 

15 塩井小学校 
51 校舎棟(東) RC 3 1972 1,281 
52 校舎棟(西) RC 3 1981 976 
53 屋内運動場 S 1 1982 1,180 

16 窪田小学校 

54 普通・特別・管理棟(北) RC 2 1972 1,834 
55 普通・特別・管理棟(南) RC 2 1983 1,603 
56 普通・特別教室棟 RC 2 1976 550 
57 増築部 RC 2 2007 222 
58 屋内運動場 S 1 1981 981 

17 上郷小学校 
59 校舎棟 RC 3 2010 4,633 
60 屋内運動場 S 1 2010 1,238 

18 松川小学校 
61 校舎棟(東) RC 2 2000 783 
62 校舎棟(西) RC 2 1991 4,020 
63 屋内運動場 S 1 1991 1,104 

小学校計 81,706 

19 第一中学校 
64 校舎棟 RC 3 1993 6,658 
65 屋内運動場 S 2 1993 2,336 

20 第二中学校 

66 普通・特別教室棟(北) RC 3 1976 3,851 
67 普通・特別教室棟(南) RC 3 1976 2,116 
68 技術棟 S 1 1976 324 
69 屋内運動場 S 1 1974 1,609 

21 第三中学校 

70 管理・特別教室棟 RC 2 1978 1,637 
71 普通教室棟① RC 3 1980 939 
72 普通教室棟② RC 3 1980 682 
73 特別教室棟① RC 3 1979 1,972 
74 特別教室棟② S 1 1980 394 
75 屋内運動場 S 2 1980 2,038 

22 第四中学校 
76 校舎棟 RC 4 2014 7,070 
77 屋内運動場 RC 2 2014 2,214 

23 第五中学校 

78 管理・特別教室棟 RC 2 1965 949 
79 普通教室棟 RC 3 1964 2,407 
80 特別教室棟 RC 3 1965 507 
81 屋内運動場 RC 2 1997 2,553 

24 第六中学校 
82 校舎棟 RC 2 2004 4,096 
83 屋内運動場 RC 2 2004 2,092 

25 第七中学校 
84 校舎棟 RC 3 1999 5,587 
85 屋内運動場 RC 2 1999 2,107 

中学校計 54,138 
合計 135,844 

凡例:「RC」鉄筋コンクリート造、「S」鉄骨造、「W」木造 
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２.  学校施設の目指すべき姿 
 

米沢市公共施設等総合管理計画においては、国や県の方針と整合を図りつつ、将来の児童・

生徒数の推移を踏まえて、学校規模を適正化することとしていることから、学校施設の目指

すべき姿として、次のような方針を定めます。 

 

安全・安心な学校施設 

学校は、児童・生徒の「学習の場」であり、1日の大半を過ごす「生活の場」であるこ

とから、児童・生徒が安心して学ぶことができる学校となるように、建物の安全性や耐

久性を確保した施設整備を図ります。 

 

快適な学習環境 

児童・生徒が、快適に学習及び生活が行えるよう、採光や通風、換気、防音、建物の断

熱性等について配慮し、適切な室内環境を備えた空間を確保するとともに、障がいの有

無に関わらず利用できるようユニバーサルデザインを採用し、バリアフリー化の一層の

推進に取り組みます。 

 

多様な学習内容・学習形態に対応した学習環境 

国際化・情報化が進む社会の中で、学校における教育内容・教育方法も変化していま

す。そのため、多様な学習内容・学習形態に柔軟に対応した学習空間を整備するととも

に、ＩＣＴの活用による効果的な学習を充実させ、今後の社会の中で求められる能力を

育みます。 

 

地域拠点としての学校施設 

学校施設は、災害時の避難施設となることから地域防災にとっても重要な役割を担っ

ています。災害時の避難所運営等、防災機能を備えた施設にするとともに、学校施設の

有効活用の視点から、あらゆる世代の学習、文化、スポーツの活動の場としての活用を

図ります。 

 

地域環境に配慮した学校施設 

環境負荷に配慮した学校施設の整備を目指して、地域の木材の使用（内装に地域木材

を使用する等）や太陽光発電システムの導入等を検討します。 
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３.  学校施設を取り巻く現状 
 

 学校施設の運営状況・活用状況の実態 

児童・生徒数の推移 

児童・生徒数の推移 

児童数は、昭和 57 年の 8,134 人をピークに減少傾向となっており、昭和 52 年と比べ

令和 2 年度は、3,896 人と約 52.0％の減少となっています。また、生徒数も同様に、昭

和 52 年度から減少傾向をたどり、令和 2年度には約半分の人数となっています。 

児童・生徒数は、今後も減少し続け、20年後の令和 22 年度には、さらに 3 割程度の減

少となる見通しです。 

 

  

 

 

  
   

  
   

 

 

 

S52 S57 S62 H4 H9 H14 H19 H24

児童数 8,121 8,134 7,434 6,725 6,124 5,526 5,108 4,889

生徒数 4,178 4,177 4,171 3,729 3,358 2,991 2,666 2,514

H29 R1 R2 R7 R12 R17 R22

児童数 4,180 4,033 3,896 3,201 3,041 2,889 2,744

生徒数 2,294 2,148 2,062 1,955 1,565 1,487 1,412
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児童・生徒 1 人あたりの延床面積の現状 

令和元年度における、本市の各学校の児童・生徒 1 人あたりの平均延床面積は、24.8

㎡/人となっています。全国平均 14.2 ㎡/人と比較すると、10.6 ㎡/人多く、18 施設が全

国平均より高くなっています。 

児童・生徒が多い時代に建てられた建物が多く残っているため、1 人当たりの面積が大

きくなっていると考えられます。 
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学校施設の立地状況 
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学校施設の現状 

学校施設の建築年別の延床面積 
築 50 年以上の建物が、全体の延床面積の 14.1%あり、これらの建物は今後一斉に更新

時期を迎えることになります。また、すべての学校施設において耐震化が完了している

ものの、旧耐震基準の建物は 47 棟、全体の延床面積に対して約半数の 45.2%となってお

り、屋根や外壁、設備等の老朽化が著しく進行しているため、対策が急務となっていま

す。 

 

 

 

大規模改修、耐震診断・耐震補強の実施状況 

a. 大規模改修 

一般的に、建築から 20年以上経過した建物は、屋上防水等の更新時期を迎えることか

ら、大規模改修が必要とされています。 

対象建物のうち、建築から 20 年以上経過した建物は 70 棟であり、このうち、大規模

改修を実施している建物は 33 棟（47.1％）となっています。 

b. 耐震診断・耐震補強 

耐震診断・耐震補強は、旧耐震基準で建てられた建物を対象に、新耐震基準の耐震指

標（Is 値）を診断し、Is 値が 0.7 未満の場合、耐震補強を行うものです。 

耐震診断は、旧耐震基準すべての建物を診断しており、その結果、耐震補強が必要と

なった施設の耐震化は、平成 26 年度で完了しています。 
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石綿含有建材の有無  

石綿による健康被害を防止するため、平成 18年（2006 年）10 月 1 日以降に着工する建

築物については、石綿の飛散の恐れがある建築材料の使用が禁止されています。 

石綿含有建材は、その発じん性の度合いにより「レベル１～３」として分類されていま

す。レベル１は最も飛散性の高い石綿含有吹付けであり、建築基準法で規制されている吹

付け石綿が分類されます。次いで飛散性の高いレベル２には石綿含有保温材や断熱材耐火

被覆材等、レベル３はそれ以外の石綿含有建材として分類され、スレートや石綿吸音板等

の成型板の仕上げ材に含まれているとされています。 

本市においては、レベル１とレベル２については除去や封じ込め、囲い込み工事等の対

策を完了しているため、本調査では、改修や解体工事等を行う際に飛散防止対策を施す必

要があり、工事費や工事期間に大きく影響することが想定されるとして、レベル３に分類

される建材について調査・分析を行いました。なお、複数の試料のうち１つの試料で含有

が確認された場合、その建物に含有している建材があるとみなして判定しています。 

調査対象となった 34 棟のうち、31 棟においてレベル３の石綿含有建材を使用している 

ことが分かりました。 

 

【各部位の劣化状況（参考）】 

 

屋根（屋上防水） 外壁 

  

 

床 天井 
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【予防保全改修、耐震診断・耐震補強、石綿含有建材の調査状況】 

番
号 

学校名 
棟 
番
号 

建物名 構造 
建築 
年度 

経過 
年数※ 

予防保全 

改修 
実施年度 

耐震安全性 補強 
実施 
年度 

Is 値 
石綿含有 
調査対象 

調査結果 
含有 
箇所 基準 診断 補強 

補強
前 

補強
後 

1 興譲小学校 

1 管理棟 RC 1968 52 1989 旧 済 不要 ― 0.71 ― 対象外 ― ― 

2 普通教室棟 RC 1966 54 1989 旧 済 済 2008 0.5 0.8 対象外 ― ― 

3 特別教室棟 RC 1968 52 1989 旧 済 済 2008 0.49 0.79 対象外 ― ― 

4 屋内運動場 S 1978 42 ― 旧 済 済 2008 0.33 0.81 対象 あり 軒天 

2 東部小学校 

5 管理・特別教室棟 RC 1970 50 ― 旧 済 済 2009 0.33 0.71 対象 なし ― 

6 普通教室棟 RC 1969 51 1986 旧 済 済 2009 0.32 0.74 対象外 ― ― 

7 特別教室棟 RC 2007 13 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

8 屋内運動場(東) S 1956 64 ― 旧 済 済 2009 0.18 1.27 対象外 ― ― 

9 屋内運動場(西) S 1980 40 ― 旧 済 済 2009 0.36 0.84 対象 なし ― 

10 給食室 S 1992 28 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

3 西部小学校 

11 管理・特別教室棟 RC 1974 46 1991 旧 済 済 2012 0.28 0.71 対象 あり 軒天 

12 教室棟 RC 1973 47 1991 旧 済 済 2012 0.31 0.71 対象外 ― ― 

13 特別教室棟 RC 1975 45 1991 旧 済 済 2012 0.48 0.75 対象外 ― ― 

14 屋内運動場(東) S 1981 39 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

15 屋内運動場(西) S 1955 65 ― 旧 済 済 2012 0.15 0.8 対象外 ― ― 

16 渡廊下 RC 1973 47 1990 旧 済 済 2012 0.15 1.09 対象外 ― ― 

4 南部小学校 

17 管理・特別教室棟 RC 1978 42 1997 旧 済 不要 ― 1.36 ― 対象外 ― ― 

18 普通教室・管理室棟 RC 1980 40 1997 旧 済 済 2014 0.61 0.72 対象 あり 軒天 

19 普通教室棟 RC 1977 43 1997 旧 済 不要 ― 0.84 ― 対象外 ― ― 

20 屋内運動場(東) S 1978 42 1996 旧 済 済 2014 0.37 0.73 対象 あり 軒天 

21 屋内運動場(西) S 1954 66 1996 旧 済 済 2011 0.25 0.7 対象外 ― ― 

5 北部小学校 

22 管理・特別教室棟 RC 1972 48 1988 旧 済 済 2007 0.41 0.72 対象 なし ― 

23 普通教室棟 RC 1972 48 1987 旧 済 済 2007 0.48 0.74 対象外 ― ― 

24 特別教室棟 S 2018 2 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

25 屋内運動場(東) S 2018 2 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

26 屋内運動場(西) S 1981 39 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

6 愛宕小学校 
27 普通・特別教室棟 RC 1987 33 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

28 屋内運動場 S 1987 33 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

7 万世小学校 

29 普通教室棟(北) RC 1984 36 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

30 普通教室棟(南) S 1991 29 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

31 屋内運動場 S 1984 36 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

8 関根小学校 

32 管理棟 RC 1968 52 1987 旧 済 済 2007 0.3 0.87 対象 あり 軒天 

33 管理・教室棟 RC 1968 52 1987 旧 済 済 2007 0.3 0.87 対象外 ― ― 

34 普通・特別教室棟 S 2007 13 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

35 屋内運動場 S 1968 52 ― 旧 済 済 2007 0.29 0.8 対象 あり 軒天 

9 南原小学校 
36 校舎棟 RC 1995 25 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

37 屋内運動場 S 1989 31 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

10 関小学校 
38 管理・教室棟 RC 1979 41 ― 旧 済 済 2014 0.67 0.78 対象 あり 軒天 

39 屋内運動場 S 1960 60 ― 旧 済 済 2011 0.11 0.73 対象外 ― ― 

11 
三沢東部 
小学校 

40 校舎棟 RC 1969 51 1985 旧 済 済 2010 0.58 0.74 対象 あり 軒天 

41 屋内運動場 S 2011 9 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

12 
三沢西部 
小学校 

42 管理・教室棟 RC 1970 50 1987 旧 済 済 2011 0.41 0.71 対象 あり 軒天 

43 校舎棟 RC 2012 8 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

44 特別教室棟 S 1962 58 1987 旧 済 済 2011 0.34 0.73 対象外 ― ― 

45 屋内運動場 S 1958 62 ― 旧 済 済 2012 0.1 0.73 対象外 ― ― 
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番
号 

学校名 

棟 
番
号 

建物名 構造 
建築 
年度 

経過 
年数※ 

予防保全 

改修 
実施年度 

耐震安全性 補強 
実施 
年度 

Is 値 
石綿含有 
調査対象 

調査結果 
調査 
箇所 基準 診断 補強 

補強
前 

補強
後 

13 広幡小学校 

46 管理・普通教室棟 RC 1971 49 1987 旧 済 済 2009 0.5 0.74 対象 あり 軒天 

47 特別教室棟 RC 2002 18 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

48 屋内運動場 S 1993 27 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

14 六郷小学校 
49 校舎棟 RC 1973 47 1989 旧 済 済 2010 0.56 0.71 対象 あり 軒天 

50 屋内運動場 S 2002 18 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

15 塩井小学校 

51 校舎棟(東) RC 1972 48 2004 旧 済 済 2004 0.48 0.76 対象 あり 軒天 

52 校舎棟(西) RC 1981 39 2004 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

53 屋内運動場 S 1982 38 2004 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

16 窪田小学校 

54 普通・特別・管理棟(北) RC 1972 48 2005 旧 済 済 2010 0.53 0.76 対象 あり 軒天 

55 普通・特別・管理棟(南) RC 1983 37 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

56 普通・特別教室棟 RC 1976 44 2005 旧 済 済 2010 0.53 0.76 対象外 ― ― 

57 増築部 RC 2007 13 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

58 屋内運動場 S 1981 39 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

17 上郷小学校 
59 校舎棟 RC 2010 10 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

60 屋内運動場 S 2010 10 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

18 松川小学校 

61 校舎棟(東) RC 2000 20 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

62 校舎棟(西) RC 1991 29 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

63 屋内運動場 S 1991 29 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

19 第一中学校 
64 校舎棟 RC 1993 27 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

65 屋内運動場 S 1993 27 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

20 第二中学校 

66 普通・特別教室棟(北) RC 1976 44 1994 旧 済 済 2012 0.55 0.76 対象外 ― ― 

67 普通・特別教室棟(南) RC 1976 44 1994 旧 済 済 2012 0.62 0.71 対象外 ― ― 

68 技術棟 S 1976 44 2005 旧 済 済 2012 0.45 0.73 対象 あり 軒天 

69 屋内運動場 S 1974 46 ― 旧 済 要 ― ― ― 対象 あり 軒天 

21 第三中学校 

70 管理・特別教室棟 RC 1978 42 ― 旧 済 要 ― 0.95 ― 対象外 ― ― 

71 普通教室棟① RC 1980 40 ― 旧 済 済 2013 0.57 0.74 対象外 ― ― 

72 普通教室棟② RC 1980 40 ― 旧 済 済 2013 0.6 0.71 対象外 ― ― 

73 特別教室棟① RC 1979 41 ― 旧 済 不要 ― 1.28 ― 対象 あり 軒天 

74 特別教室棟② S 1980 40 ― 旧 済 済 2013 0.59 0.82 対象 あり 軒天 

75 屋内運動場 S 1980 40 ― 旧 済 済 2013 0.32 0.72 対象外 ― ― 

22 第四中学校 
76 校舎棟 RC 2014 6 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

77 屋内運動場 RC 2014 6 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

23 第五中学校 

78 管理・特別教室棟 RC 1965 55 1986 旧 済 済 2008 0.3 0.72 対象外 ― ― 

79 普通教室棟 RC 1964 56 1986 旧 済 済 2009 0.34 0.71 対象外 ― ― 

80 特別教室棟 RC 1965 55 1986 旧 済 済 2008 0.36 0.71 対象外 ― ― 

81 屋内運動場 RC 1997 23 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

24 第六中学校 
82 校舎棟 RC 2004 16 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

83 屋内運動場 RC 2004 16 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

25 第七中学校 
84 校舎棟 RC 1999 21 ― 新 ― ― ― ― ― 対象外 ― ― 

85 屋内運動場 RC 1999 21 ― 新 ― ― ― ― ― 対象 あり 軒天 

出典:令和元年度公立学校施設等の総括表
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施設関連経費の推移 

学校施設に係る投資的経費の実績 

学校施設に係る投資的経費とは、学校施設の整備等に要する経費のことです。 

本市の学校施設に係る投資的経費は、平均で約 8.21 億円となっています。このうち、学

校施設増改築事業費が 5.21 億円と最も多く、次いで、小学校施設耐震化事業費が約 1.35 億

円、中学校施設耐震化事業費が約 0.69 億円、小学校施設整備事業費が約 0.51 億円となっ

ています。 

2009 年から 2014 年の間は、学校施設の増改築や耐震補強工事を集中的に実施したため、

投資的経費が高くなっています。 

将来的に人口減少が見込まれていることから、本市の財政状況が厳しくなるとともに施

設老朽化による修繕費の増加が見込まれます。 

 
 

学校施設に係る維持管理経費 

学校施設に係る維持管理経費とは、学校施設の運営に係る費用で、委託料、光熱水費、修

繕料を合わせた費用です。 

本市の学校施設に係る維持管理経費は、2014 年から 2018 年の５ヶ年平均で約 3.74 億円

となっています。このうち、光熱水費が約 1.87 億円、委託料が約 1.21 億円、修繕料が約

0.66 億円となっています。 
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2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 平均

小学校施設整備事業費 小学校施設耐震化事業費 中学校施設整備事業費

中学校施設耐震化事業費 学校施設増改築事業費 空調設備整備事業費

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀安全対策事業費 給食施設整備事業費

上郷小学校増改築工事
（2008～2011）
三沢東部小学校屋内運動場
増改築工事（2009～2011）

第四中学校増改築工事
（2010～2014）

(百万円)
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 学校施設の老朽化状況 

各学校施設の老朽化状況について、構造躯体と構造躯体以外の調査・評価を行いました。 

 

構造躯体の健全性の評価 

建物を長期にわたって使用する場合、建物の健全性が確保されないと、建物を安全に利用

することが出来ないため、構造躯体の健全性の評価では、棟毎の長寿命化改修の適否を判定

します。 

 

【構造ごとの老朽化判定基準】 

構造 番号 項目 基準 

鉄筋コンクリート 
（RC 造） 

➀ コンクリート圧縮強度※3 
コンクリート圧縮強度が 13.5N/mｍ2 以下※1 の場合、

⾧寿命化に適さない。 

➁ 中性化深さ 
中性化の平均深さ※2 が 30mm（かぶり厚さ）以上の場

合、⾧寿命化に適さない。 

③ 中性化速度※3 
中性化深さが中性化速度の理論値※3 以上の場合は、

⾧寿命化に適さない。 

鉄骨（S 造） 
➃ 腐食・劣化の進捗状況 

建物の腐食・劣化（鉄筋露出、地盤沈下、鋼材の腐食

など）が建物の全体的に発生している場合、⾧寿命化に

適さない。 木（W 造） 

※1:判定に使用する数値は、採取した 3 箇所のコンクリートのうち、最も数値が低いものを使用する。 
※2:判定に使用する数値は、採取した 3 箇所のコンクリートのうち、中性化深さの平均値が最も高いものを使用する。 
※3:各種用語については、P43 参照。 
 

 
【⾧寿命化改修の適否判定フロー】  

 

  

新耐震基準
（1982年以降に建築）

旧耐震基準
（1981年以前に建築）

耐震基準

耐震補強済み又は

耐震診断で耐震性あり

コンクリート圧縮強度
13.5N/mm2以上

長寿命化に適合

YES

YES

長

寿

命

化

に

不

適

合

NO

中性化深さ
30mm以下

YES

NO

NO

YES

中性化速度
理論値以下

NO
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【⾧寿命化改修の適否の判定結果】 

判定の結果、6学校 9棟が長寿命化改修に不適合となりました。 

 

番
号 

学校名 棟番号 建物名 構造 
建築 
年度 

経過 
年数 

※1 

耐震安全性 コンクリート 
圧縮強度 
(N/m ㎡) 

平均 
中性化 
深さ 

(mm) 

中性化 
速度 

(mm) 

⾧寿 
命化 
適否 基準 診断 補強 

1 
興譲 

小学校 

1 管理棟 RC 1968 52 旧 済 不要 18.3 0.0 26.9 ○ 
2 普通教室棟 RC 1966 54 旧 済 済 9.7 5.4 27.4 × 
3 特別教室棟 RC 1968 52 旧 済 済 6.2 4.5 26.9 × 
4 屋内運動場 S 1978 42 旧 済 済 ― ― ― ○ 

2 
東部 

小学校 

5 管理・特別教室棟 RC 1970 50 旧 済 済 18.0 8.5 26.4 ○ 
6 普通教室棟 RC 1969 51 旧 済 済 18.4 0.0 26.6 ○ 
7 特別教室棟 RC 2007 13 新 ― ― ― ― ― ○ 
8 屋内運動場(東) S 1956 64 旧 済 済 ― ― ― ○ 

9 屋内運動場(西) S 1980 40 旧 済 済 ― ― ― ○ 

10 給食室 S 1992 28 新 ― ― ― ― ― ○ 

3 
西部 

小学校 

11 管理・特別教室棟 RC 1974 46 旧 済 済 21.1 11.1 25.3 ○ 
12 教室棟 RC 1973 47 旧 済 済 17.0 6.75 25.5 ○ 
13 特別教室棟 RC 1975 45 旧 済 済 13.9 5.37 25.0 ○ 
15 屋内運動場(東) S 1981 39 新 ― ― ― ― ― ○ 
14 屋内運動場(西) S 1955 65 旧 済 済 ― ― ― ○ 
16 渡廊下 RC 1973 47 旧 済 済 17.0※2 6.75※2 25.5※2 ○ 

4 
南部 

小学校 

17 管理・特別教室棟 RC 1978 42 旧 済 不要 25.9 0.0 24.2 ○ 
18 普通教室・管理室棟 RC 1980 40 旧 済 済 28.9 0.0 23.6 ○ 
19 普通教室棟 RC 1977 43 旧 済 不要 30.0 8.75 24.4 ○ 
20 屋内運動場(東) S 1978 42 旧 済 済 ― ― ― ○ 
21 屋内運動場(西) S 1954 66 旧 済 済 ― ― ― ○ 

5 
北部 

小学校 

22 管理・特別教室棟 RC 1972 48 旧 済 済 17.0 14.25 25.8 ○ 
23 普通教室棟 RC 1972 48 旧 済 済 16.2 14.0 25.8 ○ 
24 特別教室棟 S 2018 2 新 ― ― ― ― ― ○ 
25 屋内運動場(東) S 2018 2 新 ― ― ― ― ― ○ 
26 屋内運動場(西) S 1981 39 新 ― ― ― ― ― ○ 

6 
愛宕 

小学校 

27 普通・特別教室棟 RC 1987 33 新 ― ― ― ― ― ○ 
28 屋内運動場 S 1987 33 新 ― ― ― ― ― ○ 

7 
万世 

小学校 

29 普通教室棟(北) RC 1984 36 新 ― ― ― ― ― ○ 
30 普通教室棟(南) S 1991 29 新 ― ― ― ― ― ○ 
31 屋内運動場 S 1984 36 新 ― ― ― ― ― ○ 

8 
関根 

小学校 

32 管理棟 RC 1968 52 旧 済 済 10.0 28.3 26.9 × 
33 管理・教室棟 RC 1968 52 旧 済 済 10.7 0.0 26.9 × 
34 普通・特別教室棟 S 2007 13 新 ― ― ― ― ― ○ 
35 屋内運動場 S 1968 52 旧 済 済 ― ― ― ○ 

9 
南原 

小学校 

36 校舎棟 RC 1995 25 新 ― ― ― ― ― ○ 
37 屋内運動場 S 1989 31 新 ― ― ― ― ― ○ 

10 
関 

小学校 
38 管理・教室棟 RC 1979 41 旧 済 済 33.0 6.25 23.9 ○ 
39 屋内運動場 S 1960 60 旧 済 済 ― ― ― ○ 

※1:2020 年時点での経過年数です。 
※2:西部小学校の渡り廊下のコンクリートコアの採取を行っていませんが、教室棟に隣接していること。また、建築年度が同一であることから、コン   

クリート圧縮強度及び残存耐用年数は普通教室棟の値を使用します。  



１６ 

 

番
号 

学校名 棟番号 建物名 構造 
建築 
年度 

経過 
年数 

※1 

耐震安全性 コンクリート 
圧縮強度 
(N/m ㎡) 

平均 
中性化 
深さ 

(mm) 

中性化 
速度 

(mm) 

⾧寿 
命化 
適否 基準 診断 補強 

11 
三沢東部 

小学校 

40 校舎棟 RC 1969 51 旧 済 済 16.2 33.63 26.6 × 

41 屋内運動場 S 2011 9 新 ― ― ― ― ― ○ 

12 
三沢 
西部 

小学校 

42 管理・教室棟 RC 1970 50 旧 済 済 15.3 10.1 26.4 ○ 
43 校舎棟 RC 2012 8 新 ― ― ― ― ― ○ 
44 特別教室棟 S 1962 58 旧 済 済 ― ― ― ○ 
45 屋内運動場 S 1958 62 旧 済 済 ― ― ― ○ 

13 
広幡 

小学校 

46 管理・普通教室棟 RC 1971 49 旧 済 済 16.9 21.6 26.1 ○ 
47 特別教室棟 RC 2002 18 新 ― ― ― ― ― ○ 
48 屋内運動場 S 1993 27 新 ― ― ― ― ― ○ 

14 
六郷 

小学校 

49 校舎棟 RC 1973 47 旧 済 済 19.7 18.75 25.5 ○ 

50 屋内運動場 S 2002 18 新 ― ― ― ― ― ○ 

15 
塩井 

小学校 

51 校舎棟(東) RC 1972 48 旧 済 済 10.8 12.8 25.8 × 
52 校舎棟(西) RC 1981 39 新 ― ― ― ― ― ○ 
53 屋内運動場 S 1982 38 新 ― ― ― ― ― ○ 

16 
窪田 

小学校 

54 普通・特別・管理棟(北) RC 1972 48 旧 済 済 21.8 7.87 25.8 ○ 
55 普通・特別・管理棟(南) RC 1983 37 新 ― ― ― ― ― ○ 
56 普通・特別教室棟 RC 1976 44 旧 済 済 28.6 3.25 24.7 ○ 
57 増築部 RC 2007 13 新 ― ― ― ― ― ○ 
58 屋内運動場 S 1981 39 新 ― ― ― ― ― ○ 

17 
上郷 

小学校 

59 校舎棟 RC 2010 10 新 ― ―  ― ― ○ 

60 屋内運動場 S 2010 10 新 ― ―  ― ― ○ 

18 松川 
小学校 

61 校舎棟(東) RC 2000 20 新 ― ― ― ― ― ○ 
62 校舎棟(西) RC 1991 29 新 ― ― ― ― ― ○ 
63 屋内運動場 S 1991 29 新 ― ― ― ― ― ○ 

19 第一 
中学校 

64 校舎棟 RC 1993 27 新 ― ― ― ― ― ○ 

65 屋内運動場 S 1993 27 新 ― ― ― ― ― ○ 

20 第二 
中学校 

66 普通・特別教室棟(北) RC 1976 44 旧 済 済 24.1 15.1 24.7 ○ 
67 普通・特別教室棟(南) RC 1976 44 旧 済 済 21.4 2.0 24.7 ○ 
68 技術棟 S 1976 44 旧 済 済 ― ― ― ×※3 
69 屋内運動場 S 1974 46 旧 済 不要 ― ― ― ○ 

21 第三 
中学校 

70 管理・特別教室棟 RC 1978 42 旧 済 不要 26.0 0.0 24.2 ○ 
71 普通教室棟① RC 1980 40 旧 済 済 32.0 0.0 23.6 ○ 
72 普通教室棟② RC 1980 40 旧 済 済 26.8 0.0 23.6 ○ 
73 特別教室棟① RC 1979 41 旧 済 不要 30.5 0.0 23.9 ○ 
74 特別教室棟② S 1980 40 旧 済 済 ― ― ― ○ 
75 屋内運動場 S 1980 40 旧 済 済 ― ― ― ○ 

22 第四 
中学校 

76 校舎棟 RC 2014 6 新 ― ― ― ― ― ○ 

77 屋内運動場 RC 2014 6 新 ― ― ― ― ― ○ 

 
23 

第五 
中学校 

78 管理・特別教室棟 RC 1965 55 旧 済 済 23.2 6.63 27.6 ○ 
79 普通教室棟 RC 1964 56 旧 済 済 4.49 13.0 27.9 × 
80 特別教室棟 RC 1965 55 旧 済 済 4.49※4 13.0※4 27.9※4 × 
81 屋内運動場 RC 1997 23 新 ― ― ― ― ― ○ 

24 
第六 

中学校 

82 校舎棟 RC 2004 16 新 ― ― ― ― ― ○ 

83 屋内運動場 RC 2004 16 新 ― ― ― ― ― ○ 

25 第七 
中学校 

84 校舎棟 RC 1999 21 新 ― ― ― ― ― ○ 

85 屋内運動場 RC 1999 21 新 ― ― ― ― ― ○ 

※3:腐食・劣化が進んでいることから⾧寿命化に不適合と判定しています。 
※4:第五中学校の特別教室棟のコンクリートコアを採取していませんが、条件が近似しているため、普通教室棟の値を使用します。 
   数値については、H18 耐震設計時の試験結果の 13.47KN/ｍｍと比較し、参考値として判断します。 
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構造躯体以外の老朽化状況等 

躯体以外の劣化状況等の評価では、それぞれの建物の建替えや改修の優先度及び今後の

維持・更新コストの算出に反映させるために評価を行います。 

 

評価方法 

老朽化状況の評価は以下の基準に基づいて評価しました。 

 評価 屋根及び外壁の基準 内部及び建築設備の基準 

 
 

A 概ね良好 改築及び予防保全改修からの経
過年数 20 年未満 

B 部分的に老朽化 
(安全上、機能上、問題なし) 

改築及び予防保全改修からの経
過年数 20 年以上 40 年未満 

C 広範囲に老朽化 
(安全上、機能上、不具合発生の兆し) 

改築及び予防保全改修からの経
過年数 40 年以上 

D 

早急に対応する必要がある 
(安全上、機能上、問題あり) 
(躯体の耐久性に影響を与えている) 
(設備が故障し施設運営に支障を与えている)等 

経過年数に関らず著しい老朽化
事象がある 

参考:学校施設の⾧寿命化計画策定にかかる解説書（平成 29 年 3 月）（文部科学省） 
 

健全度の算定方法 

健全度とは、建物の劣化状況を 100 点満点で数値化した評価指標で、その数値が小さいほ

ど建物の劣化が進んでいることを示します。 

健全度の算定においては、まず、評価基準に基づき各部位の劣化状況をＡ～Ｄの 4段階で

評価します。次に、評価に応じた評価点と部位のコスト配分を以下のように定め、健全度を

算定します。 

評価点 

評価 評価点 
A 100 
B 75 
C 40 
D 10 

 

部位別のコスト配分 

部位 コスト配分 
1 屋根・屋上 5.1  
2 外壁 8.6  
3 外部開口部 8.6  
4 内部 22.4  
5 受変電設備 4.0  
6 通信・情報設備 4.0  
7 空調設備 2.43  
8 給排水衛生設備 2.43  
9 消火設備 2.43  

合計 60.0   
 

 

【健全度の算定式】 

（健全度）＝総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷60 

出典:公共施設簡易点検マニュアル（令和元年） 

  

良好
↓

老朽化
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【建物別の老朽化状況調査結果】 

Ｎo 学校名 建物名 経過 
年数 

予防保全 
改修 

実施年度 

老朽化状況 
健全度 

⾧寿命
化 

適否 屋根 外壁 外部 
開口部 内部 受変電 

設備 
通信情
報設備 

空調 
設備 

給排水 
衛生 
設備 

消火 
設備 

1 

興譲小学校 

管理棟 52 1989 C D D C B B B B B 40.3 〇 

2 普通教室棟 54 1989 C B B C B B B B B 59.0 × 

3 特別教室棟 52 1989 C D D D B B B B B 29.1 × 

4 屋内運動場 42 ― C C C C C C C C C 40.0 〇 

5 

東部小学校 

管理・特別教室棟 50 ― C C C C C C C C C 40.0 〇 

6 普通教室棟 51 1986 C B B C B B B B B 59.0 〇 

7 特別教室棟 13 ― B B B B B B B B B 75.0 〇 

8 屋内運動場(東) 64 2009※1 A B B A A A A A A 92.8 〇 

9 屋内運動場(西) 40 ― B D D B B B B B B 56.4 〇 

10 給食室 28 ― B B B B B B B B B 75.0 〇 

11 

西部小学校 

管理・特別教室棟 46 1991 B B B D B B B B B 50.7 〇 

12 教室棟 47 1991 C B B C B B B B B 59.0 〇 

13 特別教室棟 45 1991 C B B B B B B B B 72.0 〇 

14 屋内運動場(東)  39 2018※2 A C C B B B B B B 67.1 〇 

15 屋内運動場(西)   65 2012※1 A A A A A A A A A 100.0 〇 

16 渡廊下 47 1990 B B B B B B B B B 75.0 〇 

17 

南部小学校 

管理・特別教室棟 42 1997 B D D C B B B B B 43.3 〇 

18 普通教室・管理室棟 40 1997 B B B C B B B B B 61.9 〇 

19 普通教室棟 43 1997 B B B B B B B B B 75.0 〇 

20 屋内運動場(東)  42 1996 B B B B B B B B B 75.0 〇 

21 屋内運動場(西)   66 2011※1 A A A A A A A A A 100.0 〇 

22 

北部小学校 

管理・特別教室棟 48 1988 C B B C B B B B B 59.0 〇 

23 普通教室棟 48 1987 C B B C B B B B B 59.0 〇 

24 特別教室棟 2 ― A A A A A A A A A 100.0 〇 

25 屋内運動場(東) 2 ― A A A A A A A A A 100.0 〇 

26 屋内運動場(西) 39 ― D D D D B B B B B 26.6 〇 

27 
愛宕小学校 

普通・特別教室棟 33 ― C B B B B B B B B 72.0 〇 

28 屋内運動場 33 ― B D D B B B B B B 56.4 〇 

29 

万世小学校 

普通教室棟(北) 36 ― B C C D B B B B B 40.7 〇 

30 普通教室棟(南) 29 ― B D D C B B B B B 43.3 〇 

31 屋内運動場 36 ― B C C D B B B B B 40.7 〇 

32 

関根小学校 

管理棟 52 1987 C C C B B B B B B 62.0 × 

33 管理教室棟 52 1987 B C C B B B B B B 65.0 × 

34 普通・特別教室棟 13 ― A A A A A A A A A 100.0 〇 

35 屋内運動場 52 ― C C C B B B B B B 62.0 〇 

36 
南原小学校 

校舎棟 25 ― C C C D B B B B B 37.7 〇 

37 屋内運動場 31 ― D C C C B B B B B 46.4 〇 

38 
関小学校 

管理・教室棟 41 ― C C C D C C C C C 28.8 〇 

39 屋内運動場 60 2011※1 A A A A A A A A A 100.0 〇 

40 三沢東部 
小学校 

校舎棟 51 1985 B D D C B B B B B 43.3 × 

41 屋内運動場 9 ― A A A A A A A A A 100.0 〇 

42 

三沢西部 
小学校 

管理教室棟 50 1987 B B B C B B B B B 61.9 〇 

43 校舎棟 8 ― A A A A A A A A A 100.0 〇 

44 特別教室棟 58 1987 B B B C B B B B B 61.9 〇 

45 屋内運動場 62 2012※1 A A A A A A A A A 100.0 〇 
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Ｎo 学校名 建物名 経過 
年数 

予防保全 
改修 

実施年度 

老朽化状況 
健全度 

⾧寿命
化 

適否 屋根 外壁 外部 
開口部 内部 受変電 

設備 
通信情
報設備 

空調 
設備 

給排水 
衛生 
設備 

消火 
設備 

46 

広幡小学校 

管理・普通教室棟 49 1987 B D D C B B B B B 43.3 〇 

47 特別教室棟 18 ― B B B B B B B B B 75.0 〇 

48 屋内運動場 27 ― B B B B B B B B B 75.0 〇 

49 
六郷小学校 

校舎棟 47 1989 C B B B B B B B B 72.0 〇 

50 屋内運動場 18 ― B B B A A A A A A 90.7 〇 

51 

塩井小学校 

校舎棟（東） 48 2004 B C C B B B B B B 65.0 × 

52 校舎棟（西） 39 2004 B B B B B B B B B 75.0 〇 

53 屋内運動場 38 2004 C B B B B B B B B 72.0 〇 

54 

窪田小学校 

普通・特別・管理棟(北) 48 2005 C D D B B B B B B 53.4 〇 

55 普通・特別・管理棟(南) 37 ― B C C B B B B B B 65.0 〇 

56 普通・特別教室棟 44 2005 B B B B B B B B B 75.0 〇 

57 増築部 16 ― B B B B B B B B B 75.0 〇 

58 屋内運動場 39 ― B B B B B B B B B 75.0 〇 

59 
上郷小学校 

校舎棟 10 ― B B B A A A A A A 90.7 〇 

60 屋内運動場 10 ― A B B A A A A A A 92.8 〇 

61 

松川小学校 

校舎棟(東) 20 ― B B B B B B B B B 75.0 〇 

62 校舎棟(西) 29 ― C B B C B B B B B 59.0 〇 

63 屋内運動場 29 ― B C C B B B B B B 65.0 〇 

64 
第一中学校 

校舎棟 27 ― C C C D B B B B B 37.7 〇 

65 屋内運動場 27 ― B D D B B B B B B 56.4 〇 

66 

第二中学校 

普通・特別教室棟(北) 44 1994 C C C C B B B B B 48.9 〇 

67 普通・特別教室棟(南) 44 1994 C C C C B B B B B 48.9 〇 

68 技術棟 44 1994 B D D B B B B B B 56.4 × 

69 屋内運動場 46 ― C C C B B B B B B 62.0 〇 

70 

第三中学校 

管理棟・特別教室棟 42 ― C D D C C C C C C 31.4 〇 

71 普通教室棟① 40 ― B D D B B B B B B 56.4 〇 

72 普通教室棟② 40 ― B C C B B B B B B 65.0 〇 

73 特別教室棟① 41 ― C D D C C C C C C 31.4 〇 

74 特別教室棟② 40 ― D C C D B B B B B 35.2 〇 

75 屋内運動場 40 2017※3 A B B C B B B B B 64.1 〇 

76 
第四中学校 

校舎棟 6 ― A A A A A A A A A 100.0 〇 

77 屋内運動場 6 ― A A A A A A A A A 100.0 〇 

78 

第五中学校 

管理・特別教室棟 55 1986 B B B B B B B B B 75.0 〇 

79 普通教室棟 56 1986 B B B B B B B B B 75.0 × 

80 特別教室棟 55 1986 B B B B B B B B B 75.0 × 

81 屋内運動場 23 ― B C C B B B B B B 65.0 〇 

82 
第六中学校 

校舎棟 16 ― C B※4 B※4 C B B B B B 59.0 〇 

83 屋内運動場 16 ― C C C B B B B B B 62.0 〇 

84 
第七中学校 

校舎棟 21 ― C C C B B B B B B 62.0 〇 

85 屋内運動場 21 ― B C C B B B B B B 65.0 〇 

※1:予防保全改修相当の工事を実施していることから、予防保全改修を実施したとみなして劣化状況の評価を行っています。 
※2:西部小学校の屋内運動場(東)は、予防保全改修を行っていますが、改修箇所が「屋根、アリーナ床、内壁の一部」のため、屋上のみ改修を行ったとみなして劣化状況の評価を行います。 
※3:第三中学校の屋内運動場は、予防保全改修を行っていますが、改修箇所が「屋根のみ」のため、屋根のみ改修を行ったとみなして劣化状況の評価を行います。 
※4:第六中学校の校舎棟の外壁及び外部開口の目視調査の結果は、「C」評価でしたが、令和２年度に部分補修を行ったため、「B」評価としています。 
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４.  学校施設整備の基本的な方針等 
 

安心・安全に長く学校施設を使用していくため、学校施設の目指すべき姿の実現に向けた

施設整備の方針を設定します。 

 

将来の児童・生徒数に対応した施設整備の検討 

米沢市立学校適正規模・適正配置等基本計画に基づき、児童・生徒数の推移に応じた施

設規模を検討するとともに、劣化状況に応じた長寿命化改修、予防保全改修、建替え等に

より、安全に長く建物を使うための施設整備を行っていきます。 

 

 

改修等に係るコストの縮減・平準化 

従来の学校施設整備は、建替えや改修に多額の費用を要するため、今後は、長寿命化改

修を含め効率的な施設整備やメンテナンス費用などの削減等により、施設整備に係るコ

スト縮減・平準化を検討します。 

 

 

社会的要求に対応した学校施設の整備 

学校施設に対する社会的要求への対応が課題となっています。 

今後は、児童・生徒の快適性や地球環境等に配慮した施設整備や多様な学習形態に対応

した学習空間の整備とともに、バリアフリー化を一層推進し、誰もが安心して学び育つこ

とができる教育環境の構築を目指して施設整備を進めます。 

 

 

廃校の利活用 

米沢市公共施設廃止後の施設利用の考え方に基づき、①本市事業等による利活用、②地

域団体等による公益目的の利活用、③民間事業者等による営利目的の利活用、④施設の解

体・土地の売却の順に検討していきます。 
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５. 長寿命化の方針 
 

従来の学校施設の改修等は、建物に機能上または安全上の支障が生じた後に、その機能回復

を目的として建替え又は改修を行ってきました。今後は、以下の方針に基づき、学校施設の長

寿命化を推進します。 

 

予防保全による計画的な維持管理の実施 

建築基準法第 12条やその他法定点検等の結果を踏まえ、建物や設備に不具合等が生じ

る前に改修等を実施する「予防保全」による計画的な維持管理を行います。 

 

長寿命化改修の実施 

建物の物理的な不具合を直し、建物の耐久性を高めるとともに、建物の機能や性能を現

在求められている社会的要求水準まで引き上げる「長寿命化改修」を実施します。 

 

【予防保全改修及び⾧寿命化改修の概要】 

工事種別 工事内容 

予防保全改修 
建設当時（長寿命化改修後）の状態に戻すことを目的として内外装材や

設備等を改修・更新を行います。 

長寿命化改修 

建物の耐久性を高めるために構造躯体の経年劣化の回復（コンクリート

の中性化対策や鉄筋の腐食対策等）、耐久性に優れた内外装材の使用、

水道・電気・ガス管等のライフラインの更新を行います。 

 

目標使用年数の設定 

建物の目標使用年数は、日本建築学会による「建築物の耐久計画に関する考え方」を参考

に、建物の目標使用年数を 80 年と設定します。ただし、本調査による構造躯体の健全性評

価において、長寿命化に不適合と判定された建物については、構造にかかわらず、目標使用

年数は 60年とします。 

 

【目標使用年数】 

長寿命化適合 長寿命化不適合 

80 年 60 年 
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改修等の周期 

   学校施設の屋根防水や機械設備等の部位の更新周期は、概ね建築後 20 年から 30年であ 

ることを踏まえ、今後の改修等の周期を次のように設定します。 

 

長寿命化 予防改修① 予防改修② 長寿命化改修 予防改修③ 建替え 

適合 

建築後 20年 

― 建築後 40年 建築後 60年 建築後 80年 

不適合 建築後 40年 ― ― 建築後 60年 

 

 

【長寿命化型改修周期のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従来型改修周期のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２３ 

 

長寿命化改修に適する建物の判定 

文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」に基づき、下図の工事内容判定

フローにより、「長寿命化改修」「予防保全改修」「建替え検討」のいずれかを判定します。 

建物を目標使用年数まで使用し続けるためには、構造躯体の健全性を調査したうえで改修 

する必要があります。今後実施する予防保全改修や長寿命化改修にあたり、コンクリ―ト圧 

縮強度の調査やコンクリ―トの中性化深さ試験等を実施し、構造躯体の健全性を確認したう 

えで、長寿命化の適否と工事内容を検討します。 

 

 
※「残存耐用年数」:建物の構造躯体の健全性を勘案し、今後、建物を安全に使用することが出来ると予測される年数。 
 

工事内容判定フロー  

構造躯体の健全性調査の実施

⾧寿命化改修
（40年以上使用）

計画対象建物

建替え検討

⾧寿命化改修の
適否

予防保全改修

鉄筋腐食の有無

コンクリート
圧縮強度

コンクリート
中性化深さ

コンクリートの中性化深さ
による残存耐用年数

20年以上40年未満 40年以上20年未満

残存耐用年数
20年未満

強度不足

腐食あり

残存耐用年数
20年以上

適合

不適合

（20年～40年使用）

耐震補強

実施
済み

未実施

旧耐震基準の建物
（1981年以前に建築された建物）

新耐震基準の建物
（1982年以降に建築された建物）

残存耐用年数の確認

新耐震基準の建物にも
健全性調査を実施し、
改修内容を判定します。
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改修等の整備水準等の基本的な方針 

 

校舎 

校舎における部位ごとの整備水準は、以下のように設定します。なお、実際の改修等の際

には、建物の劣化状況を考慮した改修方法を検討します。 

 

【校舎の整備水準】 

部位 鉄筋コンクリート造 鉄骨造 

屋根・屋上 【全面更新】 
外断熱シート防水（断熱材 65mm） 

【全面更新】 
ガルバリウム鋼鈑 

外
部
仕
上
げ 

外壁 【全面更新】 
外壁塗装（防水型複層塗材） 

【全面更新】 
外壁材交換 

（ガルバリウム鋼鈑、セメント板） 

外部開口部 
【サッシ・ガラス交換】 

アルミサッシ交換（スチールサッシ） 
強化ガラス、複層ガラス交換（高断熱化） 

【サッシ・ガラス交換】 
アルミサッシ交換（スチールサッシ） 

強化ガラス、複層ガラス交換（高断熱化） 

外部その他 
手すり等の鉄部 鉄部交換・劣化部塗装 鉄部交換・劣化部塗装 

内
部
仕
上
げ 

普通教室 
【全面更新】 

内装の撤去・更新（木質化）or 
壁天井の塗替 

【全面更新】 
内装の撤去・更新（木質化）or 

壁天井の塗替 

特別教室 
【全面更新】 

内装の撤去・更新（木質化）or 
壁天井の塗替 

【全面更新】 
内装の撤去・更新（木質化）or 

壁天井の塗替 

便所 【全面更新】 
内装の撤去・更新、ドライ仕様 

【全面更新】 
内装の撤去・更新、ドライ仕様 

電
気
設
備 

受変電設備 【受変電設備更新】 【受変電設備更新】 

照明設備 【全面更新】 
LED 照明器具 

【全面更新】 
LED 照明器具 

機
械
設
備 

空調設備 
【全面更新】 

パッケージエアコン（EHP） 
換気設備更新 

【全面更新】 
パッケージエアコン（EHP） 

換気設備更新 

給排水設備 【全面更新】 【全面更新】 

衛生設備 便器 【全面更新】 
節水型便器、多目的トイレに更新 

【全面更新】 
節水型便器、多目的トイレに更新 

その他法改正に伴うもの 【全面更新】バリアフリー化 【全面更新】バリアフリー化 
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屋内運動場 

屋内運動場における部位ごとの整備水準は、以下のように設定します。なお、実際の改修

等の際には、建物の劣化状況を考慮した改修方法を検討します。 

 

【屋内運動場の整備水準】 

 

 

 

 

 

 

 

部位 鉄筋コンクリート造 鉄骨造 

屋根・屋上 
【全面更新】 

外断熱シート防水（断熱材 30mm） 
【全面更新】 

ガルバリウム鋼板 

外
部
仕
上
げ 

外壁 
【全面更新】 

外壁塗装（防水型複層塗材） 

【全面更新】 
外壁材交換 

（ガルバリウム鋼鈑サイディング、セメント板） 

外部開口部 
【サッシ・ガラス交換】 

アルミサッシ交換（スチールサッシ） 
強化ガラス、複層ガラス交換（高断熱化） 

【サッシ・ガラス交換】 
アルミサッシ交換（スチールサッシ） 

強化ガラス、複層ガラス交換（高断熱化） 

外部その他 
手すり等の鉄部 

鉄部交換・劣化部塗装 鉄部交換・劣化部塗装 

内
部
仕
上
げ 

アリーナ 
【全面更新】 

床材塗替え、防球ネット・競技ライン等更新 
内装材交換（木質化） 

【全面更新】 
床材塗替え、防球ネット・競技ライン等 

更新内装材交換（木質化） 

便所 
【全面更新】 

内装撤去・更新、ドライ仕様 
【全面更新】 

内装撤去・更新、ドライ仕様 

電
気

設
備 照明設備 

【全面更新】 
LED 照明器具 

【全面更新】 
LED 照明器具 

機
械
設
備 

給排水設備 【全面更新】 【全面更新】 

衛生設備 便器 
【全面更新】 

節水型便器、多目的トイレに更新 
【全面更新】 

節水型便器、多目的トイレに更新 

その他法改正に伴うもの 
【全面更新】バリアフリー化、省エネ化、 

防災機能向上 
【全面更新】バリアフリー化、省エネ化、 

防災機能向上 
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６.  学校施設の今後の維持・更新コスト 
 

 従来型の維持・更新コスト 

今後の建替え・予防保全改修にかかるコストの見通し（従来型） 

 

今後も従来と同様に建替え及び改修を続けた場合にかかるコストは、今後 40 年間で約

558.1 億円となり、年間では平均 13.9 億円となる見込です。これは直近 10 年間の学校施設

に係る投資的経費の平均 8.21 億円と比較すると、約 1.7 倍にあたります。 

 

 
従来型の今後の改修等にかかるコストの見通し 

 

各期間にかかるコストを比較すると、2031 年から 2040 年にかけて建替えが集中すること

から、この期間にかかるコストは約 176 億円となり、40 年間の合計の 31.6％を占める見通

しです。一時的なコストの集中が見込まれることから、トータルコストの縮減とともに、建

物の長寿命化等によりコストの平準化を図ることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※百万円未満は切り捨てています。 

従来型の各期間にかかるコスト  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

20
21

20
23

20
25

20
27

20
29

20
31

20
33

20
35

20
37

20
39

20
41

20
43

20
45

20
47

20
49

20
51

20
53

20
55

20
57

20
59

予防保全改修費用 建替え費用 今後40年間平均 過去10年平均

(百万円) 40年間の合計費用:55,810百万円
40年間の平均費用:1,395百万円/年

過去10年平均の投資的経費:821百万円/年
試算条件より、費用が積みあ

がっています。

すべての建物を継続して
使用する場合、年間5.7億円の
財源が不足します。

6,844

今後 40 年間の合計：約 558.1 億円  40 年間平均：約 13.9 億円/年 
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 長寿命化型の維持・更新コスト 

今後の建替え・予防保全改修にかかるコストの見通し（長寿命化型） 

 

現状の延床面積を維持したまま、長寿命化を実施する場合にかかるコストは、今後 40 年

間で約 547.6 億円となり、年間では平均 13.6 億円となる見込です。これは直近 10 年間の

学校施設に係る投資的経費の平均 8.21 億円と比較すると、約 1.7 倍にあたります。 

 

  
⾧寿命化型の今後の改修等にかかるコストの見通し 

 

 

各期間にかかるコストを比較すると、2021 年から 2030 年にかけて長寿命化改修が集中す

ることから、この期間にかかるコストは約 200 億円となり、40 年間の合計の 36.6％を占め

る見通しです。 

 

※百万円未満は切り捨てています。 

⾧寿命化型の各期間にかかるコスト 
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予防保全改修費用 建替え費用 ⾧寿命化改修費用
今後40年間平均 過去10年平均

(百万円) 40年間の合計費用:54,765百万円
40年間の平均費用:1,369百万円/年

過去10年平均の投資的経費:821百万円/年試算条件より費用が積み
あがっています。

すべての建物を継続して
使用する場合、年間5.4億円の財
源が不足します。

12,494

今後 40 年間の合計：約 547.6 億円  40 年間平均：約 13.6 億円 
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 長寿命化型+再編統合の維持・更新コスト 

今後の建替え・予防保全改修にかかるコストの見通し（長寿命化型+再編統合） 

 

現状の延床面積を維持したまま、長寿命化を実施する場合にかかるコストは、今後 40 年

間で約 440.8 億円となり、年間では平均 11.0 億円となる見込です。これは直近 10 年間の

学校施設に係る投資的経費の平均 8.21 億円と比較すると、約 1.4 倍にあたります。 

 

  
⾧寿命化型＋再編統合の今後の改修等にかかるコストの見通し 

 

各期間にかかるコストを比較すると、2031 年から 2040 年にかけて建替えと長寿命化改修

が集中することから、この期間にかかるコストは約 188 億円となり、40年間の合計の 42.7％

を占める見通しです。 

 

※百万円未満は切り捨てています。 

⾧寿命化型+再編統合の各期間にかかるコスト  

今後 40 年間の合計：約 440.8 億円  40 年間平均：約 11.0 億円 



 

２９ 

 

 長寿命化のコスト比較と今後の課題 

従来型から長寿命化型にすることで、約 11 億円の削減が見込まれますが、施設の大規模修 

繕がなされていないまま築年数が経過し、今後 40 年間において建替えとなる施設が多いため

削減効果があまり見込めない状況です。 

今後は、米沢市立学校適正規模・適正配置等基本計画と連動しながら、長寿命化型に再編統 

合の考えを合わせ、学校規模に見合った施設整備を検討していきます。 

なお、長寿命化改修が将来的に集中する時期があるため、事業費の平準化に向けた効率的 

な維持・更新や整備手法の検討のほか、財源確保について取り組む必要があります。 
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興譲小 北部小 窪田小

学校名

７. 長寿命化の実施計画 
 

 実施計画の前提条件   

米沢市立学校適正規模・適正配置等基本計画で示した学校統合について、具体的に示され 

たスケジュールを基に、実施計画を策定します。 

令和 3 年度（2021 年度）から令和 12 年度（2030 年度）の間は、主に中学校の統廃合の実 

施を予定していることから、中学校の統廃合に伴う改修等の工事を優先的に実施します。 

なお、令和 12 年度時点において保有する施設は、小学校が 15 施設、中学校が 3施設とな 

り、計 18施設となる見込みです。 

 

【統合】 

 

 

【維持】 

R3 関根小 松川小 松川小

R3 南原小 関小 南原小

R7 第一中 第五中 第一中

R8 西部小 三沢東部小 三沢西部小 西部小

R8 第二中 第三中 新設

R8 第四中 第六中 第四中

R9 広幡小 六郷小 塩井小 第六中

R11 第一中 第七中 第一中

～R13 西部小 愛宕小 未定

～R13 南部小 南原小 未定

～R13 万世小 上郷小 未定

未定 東部小 松川小 未定

統合校

（仮称）南西中として開校する

統合年度 使用施設 備考

令和9年度以降松川小学校の単学級
の状況で判断する

（仮称）北中として開校する

小学校へ用途変更する

（仮称）東中として開校する

令和13年度まで統合を目指す

令和13年度まで統合を目指す

学校名変更せず

令和5年度から令和8年度までの間
の統合を目指す

令和13年度まで統合を目指す
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 今後の方針と実施計画 

※（上段）実施内容 （下段）概算費用（百万円） 

 
（注）改修費用が 30百万円以上の事業のみ掲載しています。

学校施設名 建築年度
長寿命化
の可否

方針 特記事項
R3～R12
費用合計

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13～

0

0

0

閉校

0

0

0

0

閉校

0

閉校

0

0

0

0

閉校

0

0

0

スラブ改修 閉校

48 48

閉校

0

閉校

0

ﾌﾟｰﾙ解体,改修工事 (仮)東中開校

602 602

閉校

0

閉校

0

基本計画、敷地測量 基本・実施設計他 基本・実施設計他 建設工事 建設工事 解体・撤去 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・外構工事

3,862 37 59 66 1,160 1,740 300 500

閉校

閉校

0

(仮)北中開校

0

統合小改修工事 統合小へ用途変更

220 220
26 第六中学校 H16 可

25 第四中学校 H26 可

統合
(長寿命化)

令和８年度、四中校舎を使用し、２校を統合
した（仮称）北中学校を開校する。
※廃校後は、「米沢市公共施設廃止後の施設
利活用の考え方」基づく。

長寿命化

24 第三中学校 S54 可

22 (仮)南西中学校 R7 可

統合
（新設）

令和８年度、２校を統合した（仮称）南西中
学校を開校する。
※廃校後は、「米沢市公共施設廃止後の施設
利活用の考え方」基づく。

23 第二中学校 S51 可

長寿命化

20 第五中学校 S38 否

19 第一中学校 H5 可

統合
(長寿命化)

段階的に３校を統合する。
１段階：令和７年度、一中と五中を統合す
る。
２段階：令和11年度、七中を統合し、（仮
称）東中学校を開校する。
※廃校後は、「米沢市公共施設廃止後の施設
利活用の考え方」基づく。21 第七中学校 H11 可

否

可
維持

(長寿命化)
長寿命化

16 広幡小学校 S46 可

統合

令和９年度、第六中学校校舎を使用し、統合
小学校を開校する。
※廃校後は、「米沢市公共施設廃止後の施設
利活用の考え方」基づく。

18 塩井小学校 S47

17 六郷小学校 S48 可

14 北部小学校 S47 可
維持

(長寿命化)
長寿命化

15 窪田小学校 S47

12 南原小学校 H7 可

11 南部小学校 S54 可

統合
(長寿命化)

段階的に３校を統合する。
１段階：令和３年度に南原小と関小を統合す
る。
２段階：令和９年度から地域及び保護者との
協議を進め、令和13年度までの間での南部小
と南原小の統合を目指す。
※廃校後は、「米沢市公共施設廃止後の施設
利活用の考え方」基づく。13 関小学校 S53 可

可
R5～R8までの間に統合予定

10 愛宕小学校 S61 可

8 三沢東部小学校 S44 否
R5～R8までの間に統合予定

7 西部小学校 S48 可

統合
(長寿命化)

段階的に４校を統合する。
１段階：令和５年度から令和８年度までの間
に西部小と三沢東部小、三沢西部小を統合す
る。
２段階：令和９年度から地域及び保護者との
協議を進め、令和13年度までの間での西部小
と愛宕小の統合を目指す。
※廃校後は、「米沢市公共施設廃止後の施設
利活用の考え方」基づく。

6 上郷小学校 H22 可

5 万世小学校 S59 可

統合
令和９年度から地域及び保護者との協議を進
め、令和13年度までの両校の統合を目指す。

9 三沢西部小学校 S45

4 関根小学校 S43 否

3 松川小学校 H3 可

段階的に３校を統合する。
１段階：令和３年度に松川小と関根小を統合
する。
２段階：令和９年度以降、地域及び保護者と
の協議を進め、松川小の単学級の状況によ
り、東部小との統合を検討する。
※廃校後は、「米沢市公共施設廃止後の施設
利活用の考え方」基づく。

2 東部小学校 S46 可

統合
(長寿命化)

建替1 興譲小学校 S41 否 更新
特別支援教育の中心校及び教育支援センター
として複合化を検討する。
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８.  長寿命化計画の継続的運用方針 
 

 維持管理の方針  

維持管理に関するデータベースの整理・活用 

長寿命化を継続的に実施していくためには、過去の改修履歴等に加え、定期点検や修繕及

び改修結果等をデータベースに集積し、情報を一元的に管理します。データベースをもとに

計画的な修繕及び改修を行うとともに、定期点検の際に活用することで、継続的な長寿命化

計画の運用を図ります。 

 

維持管理の項目・手法等 

将来にわたり、建物を健全な状態で維持するため、定期的な点検・診断を行うとともに、

老朽化状況や修繕、更新履歴等のデータを集積・活用し、財政状況を鑑みながら計画的な修

繕及び改修を実施します。 

 

【維持管理の項目・手法等】 

項目 目的・内容 実施時期 

日常点検 日常の施設利用における不具合の把握 毎日 

定期点検 
自主点検 施設の老朽化状況等の把握 週に 1 回 

法定点検 資格者による建物・設備等の点検 定められた期間ごと 

臨時点検 
機器故障時や災害発生時等の状況把握・危険

性の判断 

機器故障時 

災害発生時 等 

清掃 
快適な環境を維持しながら、建物の仕上げ材等

の寿命を延ばすための塵、汚れ等の除却 
毎日 

修繕 
日常点検、定期点検を基に不具合箇所の修繕

を実施 
計画的に実施 

情報管理 点検・工事履歴等の一元管理。活用 随時 
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推進体制の整備 

学校施設管理のマネジメントの実施にあたり、学校施設の状況把握や、予算編成等と連動

した建物保全ができるよう、職員一人ひとりの創意工夫が重要になります。 

また、関係部署との横断的な体制で職員の意識啓発に努めると共に、施設の点検等に係る

ノウハウの蓄積に向けた取組みを推進します。 

 

 

 フォローアップ 

本計画は、進捗状況や社会情勢の変化を考慮し、5年ごとに計画の見直しを行います。計画や

目標値の見直しに当たっては、計画の進捗状況や目標達成状況を把握するとともに、データベ

ースをもとに、点検結果から得られる施設の状況を評価し、計画の更新を行います。 

 

 
 

計画のフォローアップ(PDCA サイクル) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Plan（計画）

・実施計画の策定

Check（評価）

・進捗状況の確認
・施設状況の評価

Action（改善）

・改善策の検討
・目標の再設定
・計画の見直し

Do（実行）

・計画の実行
（点検、改修 等）
・関連部署との連携

・児童生徒数
・建物の劣化状況
・財政状況の変化 等


